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若
者
会
議
の
運
営
や
ま
ち
づ

く
り
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
経
費
、

公
共
交
通
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
計
画
。　

　

発
達
支
援
の
療
育
室
や
検
診

室
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改
修
や

三
重
大
学
と
協
定
を
締
結
し
た

健
康
長
寿
の
研
究
、
子
育
て
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
。

　

三
和
学
童
保
育
所
の
建
設
や

小
・
中
学
校
の
施
設
改
修
を
計

画
。

　

ま
た
「
こ
ど
も
歌
舞
伎
」
や

「
東
員
・
日
本
の
第
九
」
な
ど
社

会
教
育
に
か
か
る
経
費
を
計
上
。

３月定例会３月定例会
　

東
員
町
議
会
３
月
定
例
会
を
、
３
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
や
平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
・
特
別
会
計
当
初
予
算
、
条
例
の

制
定
な
ど
、
22
議
案
を
審
議
し
、
全
会
一
致
、
一
部
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
長
と
副
議
長
の
選
挙
、
議
会
運
営
委
員
会
と
４
つ
の
常
任
委
員
会
の
新
し
い
役
員
・
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

「
ま
ち
の
形
を
変
え
る
」

「
ま
ち
の
形
を
変
え
る
」

「
人
に
優
し
い
地
域
を
つ
く
る
」

「
人
に
優
し
い
地
域
を
つ
く
る
」

「
未
来
へ
投
資
す
る
」

「
未
来
へ
投
資
す
る
」

時代に合った制度設計を時代に合った制度設計を
３つの柱を基本に事業計画３つの柱を基本に事業計画

77億4800万円の内訳77億4800万円の内訳

繰入金のうち、3 億 1165 万円が基金（預金）の取り崩しです。

入
る
お
金

入
る
お
金

町税
34億9850万6千円

地方交付税
9億6000万円

町債（借金）
6億500万円

国庫支出金
7億4812万9千円

使用料及び手数料
1億9898万6千円

諸収入
2億2822万3千円

繰入金
3億1167万2千円

地方消費税交付金
4億円

県支出金
4億6843万5千円

その他
1億4134万9千円

地方譲与税
8770万円

繰越金
1億円
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平成29年度一般会計  予算総額平成29年度一般会計  予算総額

稲部小学校改修予定現場を調査稲部小学校改修予定現場を調査
（予算決算常任委員会）（予算決算常任委員会）

民生費（社会福祉や児童福祉の経費）と教育費（幼稚園、小・中学校など教

育関係の経費）の支出が、全体の 54.3％を占めています。

使
う
お
金

使
う
お
金

民生費
28億7014万9千円

公債費
5億3015万5千円

土木費
6億2583万9千円

衛生費
6億7636万円

総務費
9億5599万6千円

教育費
13億3796万3千円

労働費
332万5千円

予備費
1000万円

商工費
1667万3千円

議会費
1億2749万3千円

農林水産費
1億8993万9千円

消防費
4億410万8千円
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築 50 年経過した第一中学校南校舎

平成２９年度一般会計の

　　　　　おもな使いみち
　　　全員賛成で可決しました　　　全員賛成で可決しました

教
育
施
設
整
備
費

教
育
施
設
整
備
費

　

よ
り
良
い
学
習
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
や
危

険
箇
所
の
改
修
工
事
で
す
。

　

中
学
校
で
は
、
第
一
中
学
校

の
老
朽
化
診
断
委
託
と
第
二
中

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
な
ど

で
す
。

　

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
や
親

と
子
の
料
理
教
室
な
ど
、
健
康

増
進
を
図
る
栄
養
改
善
事
業
や

生
活
習
慣
病
予
防
の
さ
ま
ざ
ま

な
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
の
調
査
研

究
を
三
重
大
学
に
委
託
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
費

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
費

和
式
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
に

楽しい親子料理教室

防
犯
事
業
費

防
犯
事
業
費

非
常
備
消
防
経
費

非
常
備
消
防
経
費

（
消
防
備
品
購
入
費
な
ど
）

（
消
防
備
品
購
入
費
な
ど
）平成29年度で全ての防犯灯がＬＥＤ

化されます。
第１分団の車両が新しくなります。

2941万2千円2941万2千円

旧防犯灯旧防犯灯

中学校施設整備中学校施設整備
　2515万7千円　2515万7千円

小学校施設整備小学校施設整備
　6310万5千円　6310万5千円

新防犯灯（LED）新防犯灯（LED）
2641万6千円2641万6千円

1091万6千円1091万6千円
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防災 ・安全交付金事業防災 ・安全交付金事業

塵塵
じんじん

芥芥
かいかい

（ごみ）処理経費（ごみ）処理経費

３億7774万8千円３億7774万8千円

総合文化センター維持管理経費総合文化センター維持管理経費

鉄道事業費鉄道事業費

農業振興対策事業農業振興対策事業

コミュニティバス事業費コミュニティバス事業費

6858万円6858万円

6661万７千円6661万７千円

１億1200万円１億1200万円

4776万４千円4776万４千円

4219万5千円4219万5千円

維持管理経費や改修工事にかかる費用です。

北勢線の安定的・継続的な運営を支援します。

地域共同で行う農業の多面的機能を支える活
動を支援します。

一般ごみの収集や処理にかかる費用です。

オレンジバスの運行管理にかかる費用です。

笹尾西地区の歩道や筑紫・穴太・山田地区の
道路などを改修します。

4776万4千円4776万4千円 6661万7千円6661万7千円

３億7774万8千円３億7774万8千円

6858万円6858万円
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平
成
平
成
2929
年
度
の
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
の
状
況
は

年
度
の
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
の
状
況
は

町内に52基あるマンホールポンプ

　

予
定
給
水
戸
数
９
３
７
０
戸
、

収
入
２
億
７
８
７
８
万
３
千
円
、

支
出
２
億
６
２
６
０
万
４
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
費
で
は
、
水
源
地

電
気
設
備
改
修
基
本
設
計
業
務

委
託
、
上
水
道
災
害
用
対
策
応

急
給
水
施
設
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。 　

（
南
部
委
員
）
水
道
拡
張

費
が
前
年
よ
り
増
え
て
い
る
要

因
を
伺
い
ま
す
。 　

（
上
下
水
道
係
長
）
水
源
地

の
電
気
設
備
改
修
基
本
設
計
、

耐
震
化
事
業
が
新
規
事
業
の
た

め
、
事
業
費
が
増
加
と
な
り
ま

す
。

（
南
部
委
員
）
平
成
33
年

度
に
は
給
水
原
価
が
供
給
単
価

を
上
回
り
、
赤
字
経
営
に
な
る

と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
水

道
料
金
な
ど
事
業
経
営
へ
の
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
建
設
部
長
）
内
部
留
保

資
金
が
目
減
り
し
、
給
水
原
価

が
供
給
原
価
を
上
回
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
支

出
を
抑
制
す
る
な
ど
事
業
経
営

を
見
直
し
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
な
ど
の

下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
経

費
、
北
勢
沿
岸
流
域
下
水
道
の

維
持
管
理
負
担
金
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
で
、
下
水
道
総
合

地
震
対
策
計
画
に
基
づ
く
耐
震

化
事
業
の
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

予
算
総
額
は
９
億
７
６
３
０

万
円
に
な
り
ま
す
。

（
山
本
委
員
）
管か

ん
き
ょ渠

の
長

寿
命
化
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
た
下
水

の
処
理
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。　

（
上
下
水
道
課
長
）
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
下
水
道
施

設
の
延
命
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
て
管
渠
の

耐
震
化
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
三
林
委
員
）
経
営
計
画

策
定
業
務
委
託
料
と
下
水
道
長

寿
命
化
計
画
策
定
業
務
委
託
料

を
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
経
費
の
削

減
が
で
き
ま
せ
ん
か
。 

（
建
設
部
長
）
経
営
計
画

は
全
て
見
な
が
ら
行
い
ま
す
。

長
寿
命
化
計
画
は
、
施
設
に
対

し
て
資
金
や
事
業
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。
重
複
計
上
し

な
い
よ
う
行
っ
て
い
き
ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

水
道
事
業

水
道
事
業

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

総務建設常任委員会審議総務建設常任委員会審議
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主
な
質
疑

主
な
質
疑

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
数
を
一
般
分
で
５

８
６
０
人
、
退
職
分
で
１
３
０

人
、
合
計
５
９
９
０
人
と
見
込

み
ま
し
た
。
主
な
支
出
は
医

療
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
に

21
億
２
６
２
０
万
８
千
円
で
す
。

　

予
算
総
額
は
前
年
度
比
７
２

０
万
円
増
額
の
32
億
８
８
７
０

万
円
と
な
り
ま
す
。 

教育民生常任委員会審議教育民生常任委員会審議
（
三
宅
委
員
）
特
定
健
康

診
査
委
託
料
に
つ
い
て
、
医
療

費
抑
制
へ
の
影
響
・
効
果
は
ど

う
で
す
か
。 　

（
保
険
年
金
課
長
）
受
診

率
は
三
重
県
下
で
も
高
い
方
で

す
。
特
定
健
診
に
よ
る
効
果
は

す
ぐ
に
は
目
に
見
え
て
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
予
防
が
第
一
と
考

え
て
い
ま
す
。

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

10
万
６
０
５
９
円
と
県
下
で

も
高
い
国
保
料
で
す
。
払
え
る

国
保
料
に
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
国

保
の
広
域
化
が
始
ま
り
、
そ
の

関
連
予
算
に
反
対
で
す
。

賛
成
討
論
（
石
垣
議
員
）

　

特
定
健
康
診
査
や
レ
セ
プ
ト

点
検
な
ど
、
医
療
費
の
抑
制
と

適
正
化
を
図
る
事
業
費
も
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
生

き
が
い
な
ど
も
十
分
検
討
さ
れ

て
い
る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
数
は
２
８
１
９
人

で
、
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
の

保
険
料
は
、
前
年
度
よ
り
２
・

１
％
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
前
年
度
比
４
６

０
万
円
増
額
の
２
億
５
１
８
０

万
円
と
な
り
ま
す
。  

　

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
か

か
る
経
費
の
ほ
か
、
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
あ
る
給
付

や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

推
進
す
る
た
め
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
推
進
事
業
・
認
知
症

総
合
支
援
事
業
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
前
年
度
比
２
億

１
９
８
０
万
円
増
額
の
18
億
８

９
１
０
万
円
に
な
り
ま
す
。 

（
三
宅
委
員
）
地
域
密
着
型

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
内
容

と
増
額
の
要
因
を
伺
い
ま
す
。 

（
長
寿
福
祉
課
長
補
佐
）

　

地
域
密
着
型
の
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
、
平
成
29
年
４
月
に
鳥
取

地
区
で
新
た
な
施
設
が
で
き
、

事
業
が
行
わ
れ
る
た
め
で
す
。 

主
な
質
疑

主
な
質
疑

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療

介

護

保

険

介

護

保

険

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

保
険
料
軽
減
特
例
が
、
縮
小
・

廃
止
さ
れ
、
所
得
割
・
均
等
割
で

５
５
６
人
が
縮
小
・
廃
止
の
対

象
と
な
り
、
低
所
得
者
に
は
大

変
な
負
担
と
な
る
の
で
反
対
し

ま
す
。

賛
成
討
論
（
石
垣
議
員
）

　

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
と
の
連
携
を
基
に
、
健

全
な
財
政
運
営
や
事
業
運
営
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。 

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

要
支
援
者
へ
の
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
を
保
険
給
付
か
ら
外

し
、
町
の
事
業
で
あ
る
新
総
合

事
業
へ
移
行
す
る
予
算
の
計
上

で
す
。

　

従
来
通
り
保
険
給
付
と
し
て

予
算
を
組
む
べ
き
で
す
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
下
げ
縮
小
の

予
算
に
は
反
対
で
す
。

賛
成
討
論
（
石
垣
議
員
）

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
基
本
指
針
に
基
づ
き
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す

る
た
め
の
在
宅
医
療
、
認
知
症

総
合
支
援
事
業
な
ど
重
要
な
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、

賛
成
し
ま
す
。  
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一般会計一般会計
補正予算補正予算

子
ど
も
医
療
費
助
成（
３
０
０
万
円
）な
ど

子
ど
も
医
療
費
助
成（
３
０
０
万
円
）な
ど

　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

平成28年度予算総額は平成28年度予算総額は
  79億8024万2000円79億8024万2000円
　　　　　　　　417万円の増額417万円の増額

　

平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
主

な
も
の
は
、
入
札
な
ど
に
伴
う

事
業
費
の
精
査
に
よ
る
減
額
と
、

国
と
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し

た
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
、
１
月
15
、
16
日
の
記
録
的
な

大
雪
で
倒
壊
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
建
設
費
や
ブ
ド
ウ
の
苗

木
な
ど
の
購
入
で
す
。　大雪により倒壊したビニールハウスを、現地調査しました。

　　　　　　　　（長深地内の「喜び農業推進事業」）

ビニールハウス等整備工事ビニールハウス等整備工事
　　　　　　563万8千円　　　　　　563万8千円

保健福祉センター改修工事保健福祉センター改修工事
　　　　　　9048万5千円　　　　　　9048万5千円

発達支援事業と健診事業の環境整備にかかる改修工事の予算です。
和室を改修して療育教室として使用する予定です。また、住民検診が快適に
できるように改修し、併せてトイレも改修します。
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特別会計特別会計
補正予算補正予算

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

主
な
質
疑

主
な
質
疑

まちの安全安心のためにまちの安全安心のために
　　　　　　　　　　　（平成29年度　新団員の皆さん）　　　　　　　　　　　（平成29年度　新団員の皆さん）

　

決
算
見
込
み
に
よ
り
、
一
般

被
保
険
者
の
療
養
給
付
費
と

超
過
交
付
分
の
国
庫
返
納
金
、

国
保
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
４
０
７
９
万
４
千
円
を
増

額
補
正
し
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
34
億
２
１
５
９

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
精
査
に
伴
い
１
１
４

８
万
８
千
円
を
増
額
補
正
し
ま

す
。

　

予
算
総
額
は
２
億
５
８
６
８

万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
近
藤
委
員
）
事
務
費
繰
入

金
の
減
額
理
由
を
伺
い
ま
す
。

（
保
険
年
金
課
長
）
広
域
連

合
の
臨
時
職
員
の
人
件
費
な
ど

の
精
査
に
よ
る
減
額
で
す
。

（
三
宅
委
員
）
広
域
連
合
納

付
金
の
増
額
は
、
早
く
見
込
め

な
か
っ
た
の
で
す
か
。

（
保
険
年
金
課
長
）
保
険
料

も
広
域
連
合
で
当
初
予
算
と
し

て
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
被
保

険
者
の
増
加
に
よ
る
保
険
料
の

増
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

排
水
量
の
減
少
に
よ
る
負
担

金
の
減
額
と
、
測
量
設
計
業
務

委
託
料
や
流
域
下
水
道
事
業
負

担
金
の
精
査
に
よ
り
２
３
０
８

万
８
千
円
を
減
額
し
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
９
億
４
５
９
７

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
大
崎
委
員
）
測
量
設
計

業
務
委
託
料
で
、
ど
の
事
業
が

削
減
さ
れ
た
の
で
す
か
。

（
上
下
水
道
課
長
）
新
た
な

下
水
道
整
備
の
測
量
を
開
発
事

業
者
や
職
員
が
行
っ
た
の
で
、

減
額
に
な
り
ま
し
た
。

町のシンボル入りのマンホールふた

主
な
質
疑

主
な
質
疑

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
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介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正

で
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

の
段
階
判
定
基
準
の
特
例
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
行
の
合
計
所
得
金
額
か
ら
、

租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ

る
長
期
譲
渡
所
得
ま
た
は
短
期

譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
額
を
控

除
し
て
得
た
額
を
用
い
る
た
め

の
改
正
で
す
。

　

（
水
谷
委
員
）
一
般
の
不
動

産
売
買
に
よ
る
譲
渡
所
得
は
、

対
象
に
な
り
ま
す
か
。 　

（
長
寿
福
祉
課
長
補
佐
）

一
般
の
売
買
は
、
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。 

東
員
町
町
税
条
例
の
改
正

条例条例

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　

地
方
税
法
と
特
定
非
営
利
活

動
促
進
法
の
改
正
が
あ
り
、
個

人
町
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

制
度
の
適
用
期
限
を
２
年
延
長

し
、
居
住
年
を
現
行
の
「
平
成

31
年
ま
で
」
か
ら
「
平
成
33
年

ま
で
」
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
で
は
、

一
定
の
環
境
性
能
が
あ
る
軽
四

輪
自
動
車
な
ど
の
税
率
を
軽
減

す
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
制
度
の

特
例
措
置
が
１
年
延
長
と
な
り

ま
す
。  

　

国
民
健
康
保
険
施
行
令
な
ど

の
改
正
に
伴
い
、
保
険
料
の
上

限
額
を
85
万
円
か
ら
89
万
円
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
の
保
険
料

軽
減
対
象
範
囲
の
拡
大
を
図
る

改
正
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

介
護
保
険
条
例
の
改
正

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

年
金
の
削
減
や
年
間
所
得
の

伸
び
が
な
い
中
、
社
会
保
障
関

連
経
費
の
自
己
負
担
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
引
き
上
げ
に
は

反
対
で
す
。  

賛
成
討
論
（
石
垣
議
員
）

　

減
額
措
置
の
対
象
世
帯
を
拡

大
す
る
も
の
で
す
。
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
相
互
扶
助

の
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

た
め
、
賛
成
し
ま
す
。 

卒業おめでとう（稲部小学校）
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各議員の賛否各議員の賛否
議案の審議結果です。賛否の分かれた議案のみの表示です。ほかの議案は全会一致で賛成しました。

平成 29年第 1回（3月）定例会
審
議
結
果

議員名

議案名

大 

谷 

勝 

治

片 

松 

雅 

弘

三  

林    

浩

石 

垣 

智 

矢

山
崎
ま
ゆ
み

近 

藤 
敏 

彦

島 
田 

正 

彦

南  

部   

豊

水 

谷 

喜 

和

鷲 

田 

昭 

男

川 

瀬 

孝 

代

三 

宅 

耕 

三

山
本
陽
一
郎

大 

崎 

潤 

子

可決
東員町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

可決 平成 29 年度東員町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

可決 平成 29 年度東員町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

可決 平成 29 年度東員町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

議長（－）は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長裁決。○は賛成、×は反対。

　「とういん議会だより№127」を全国町村議会広報コンクールに応募し、審査委員からアドバイス

をいただきました。

　今後に生かし、町政に関心を持っていただけるように「分かりやすく、伝わる」議会だよりを目指

します。 

平成28年度町村議会広報全国コンクールの結果平成28年度町村議会広報全国コンクールの結果

【審査委員からの一言評価】
　「平成28年度事業のおもな使いみち」は、写真と事業名で住
民の目を惹

ひ

く紙面表現である。一方、住民に情報理解を高め
るために、事業名の下に事業の概要を語る文章を加える事が
望まれよう。また、予算紙面は、歳入・歳出のグラフを活用し、
視覚的に住民に分かり易く情報を訴

そきゅう

求したい。
　取材写真が充実し、町民の方たちに親しまれる広報をめざし
ていることが伝わってきます。議案の賛否が掲載され、それに
対応する形で討論も掲載されています。改善点としては、質疑
などに小見出しを入れ、内容がイメージできるようにしましょ
う。また、広聴企画などを通じて住民参加の紙面づくりをさら
に拡充していってください。
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新しい議会構成です新しい議会構成です
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
後
、
議
会
運
営
委
員
会
と
４
つ
の
常
任
委
員
会
の
新
し
い
役
員
・
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

水谷　喜和　副議長 鷲田　昭男　議長

◎ 委員長　○ 副委員長

監査委員 島田　正彦

総 務 建 設
常任委員会

◎大谷　勝治 ○片松　雅弘 三林　　浩

　南部　　豊 　山本陽一郎 大崎　潤子

教 育 民 生
常任委員会

◎川瀬　孝代 ○石垣　智矢 山崎まゆみ

　近藤　敏彦 　島田　正彦 水谷　喜和

　三宅　耕三

予算決算常任委員会 ◎三林　　浩 ○山崎まゆみ 他11人

議 会 広 報
常任委員会

◎石垣　智矢 ○山崎まゆみ 大谷　勝治

　片松　雅弘 　三林　　浩 大崎　潤子

桑名広域清掃事業組合議会議員 鷲田　昭男

桑名・員弁広域連合議会議員 水谷　喜和 大谷　勝治

消防委員 片松　雅弘 三林　　浩 石垣　智矢

議会運営委員会
◎近藤　敏彦 ○大崎　潤子 大谷　勝治

　三林　　浩　 　石垣　智矢 川瀬　孝代

都市計画審議会委員
片松　雅弘 三林　　浩

南部　　豊 大崎　潤子
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１．片松　雅弘…………………………………………………１４

　　１．高齢者施策について

　　２．空き家対策について

２．山崎まゆみ…………………………………………………１５

　　１．町の職員給与の現状と格差の是正について

　　２．ごみ減量の取り組みについて

３．大崎　潤子…………………………………………………１６

　　１．介護保険について

　　２．医療保険について

　　３．子育て世代の応援について

　　４．障がい者の応援について

４．大谷　勝治…………………………………………………１７

　　１．高齢者対策について

　　２．地域おこし対策について

　　３．水源地保護対策について

　　４．生活環境対策について

５．川瀬　孝代…………………………………………………１８

　　１．障害福祉について

６． 三林　　浩…………………………………………………１９

　　１．行政の事務的経費について

　　２．安全・安心のまちづくりについて

　　３．町制施行50周年記念事業について

７．近藤　敏彦…………………………………………………２０

　　１．公共施設の将来について

　　２．公務員のモラルについて

８．山本陽一郎…………………………………………………２１

　　１．行政について

　　２．福祉施策について

　　３．教育施策について

９．石垣　智矢…………………………………………………２２

　　１．若者世代への取り組みについて

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　一般質問とは、町政全般に

ついて、町長の考えや意見を

求め、事情を質
ただ

したり、議員

や住民の意見などを述べるこ

とをいい、定例会のみ行われ

ます。

　
今定例会では、９人の議員

が質しました。

　原稿は質問者が作成したものを掲載しています。
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空
き
家
バ
ン
ク
も
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

掲
載
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
ア
ピ
ー
ル
不
足
で
周
知
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
各
自

治
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
と

連
携
し
て
、
も
っ
と
地
域
の
協

力
を
得
て
は
ど
う
で
す
か
。 

平
成
27
年
５
月
に
「
空

き
家
対
策
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
も
空
き
家
の
有
効
活
用

を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

取
り
組
み
と
課
題
を
伺
い
ま
す
。 

町
長　

こ
の
法
律
を
受

け
、
平
成
27
年
度
か
ら

現
地
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
「
空
家
等
対
策
計
画
」を
策
定

し
、
１
４
２
件
の
空
き
家
を
確

認
し
ま
し
た
。
「
空
家
等
対
策

協
議
会
」
を
設
置
し
協
議
を
行

平
成
29
年
は
町
制
50
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
東
員
町
が
も

っ
と
優
し
く
、
住
み
よ
い
町
に

な
れ
る
よ
う
力
を
出
し
合
い
、
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
町
の
発
展
は
、
大
規
模
住

宅
の
笹
尾
、
城
山
地
区
の
開
発

が
大
き
く
影
響
し
、
そ
の
団
地

の
年
齢
構
成
は
、
ほ
ぼ
一
定
で

あ
る
た
め
、
一
気
に
人
口
減
少

と
高
齢
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
支
え
て
き
た
皆
さ
ん

が
、
老
後
を
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
高
齢
者
施
策
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。 

町
長　
幸
い
本
町
で
は
、

健
康
寿
命
が
男
女
と
も

80
歳
を
超
え
る
健
康
長
寿
の
町

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
笹

尾
地
区
の
高
齢
化
率
は
著
し
く

35
％
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

展
し
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

高齢者に安心な暮らしを高齢者に安心な暮らしを
地域づくりに取り組みます

片
松
雅
弘

問答

一般質問一般質問

空
き
家
対
策
は

問答

う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
所
有

者
に
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

町
長　

行
政
だ
け
で
は

空
き
家
を
全
て
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
今
後
は
町

民
や
地
域
自
治
会
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

問

答

再
質
問
（
一
問
一
答
）

大規模団地の風景

迎
え
る
２
０
２
５
年
に
は
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
数
が
８
千
人

を
超
え
、
高
齢
化
率
も
33
％
に

な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
数
が

前
期
高
齢
者
数
を
上
回
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
本

町
で
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

支
え
あ
い
健
康
で
暮
ら
せ
る
町

と
う
い
ん
」
を
基
本
理
念
に
、

互
い
に
見
守
り
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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の
取
り
組
み
が
改
善
さ
れ
る
よ

う
、
町
民
に
一
層
の
協
力
を
呼

び
掛
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
東
員
町
の
ご
み
減
量

の
取
り
組
み
と
、
町
民
へ
の
啓

発
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
伺
い
ま
す
。 

町
長　
企
業
系
の
ご
み

は
高
い
率
で
再
利
用
が

進
ん
で
い
る
反
面
、
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
ご
み
の
再
利
用
率
は

低
く
、
大
半
は
可
燃
ご
み
で
す
。

町
民
が
可
能
な
限
り
ご
み
排
出

抑
制
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
各

家
庭
で
生
ご
み
の
水
切
り
の
徹

底
、
減
量
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補

助
や
生
ご
み
堆
肥
化
の
活
動
の

支
援
も
し
て
お
り
、
限
り
あ
る

資
源
の
有
効
活
用
や
循
環
型
社

ご
み
減
量
の
実
践
は　
　
　

ご
み
減
量
の
実
践
は　
　
　

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
取
り
組
み
ま
す

山
崎
ま
ゆ
み

東
員
町
で
は
、
ご
み
に

多
額
の
経
費
を
要
し
、

そ
の
額
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま

す
。
ご
み
焼
却
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
、
地
球
環
境
に
も

「
ご
み
減
量
」
は
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
す
。

　

ご
み
は
、
毎
日
の
生
活
で
と

て
も
身
近
な
問
題
で
す
。
町
民

一
人
一
人
の
心
掛
け
と
、
日
々

答

問

一般質問一般質問

再
質
問
（
一
問
一
答
）

町
政
懇
談
会
の
意
見
に

も
あ
り
ま
し
た
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
回
収
日
を
月

２
回
に
減
ら
す
な
ど
し
て
、
剪せ

ん

定て
い

ご
み
を
袋
に
入
れ
ず
に
回
収

す
る
日
を
設
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

　

資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

東
側
の
空
き
地
で
剪
定
ご
み
を

風
化
さ
せ
た
り
、
そ
こ
に
「
ふ
れ

あ
い
農
園
」
を
造
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
。  

生
活
部
長　

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
回
収
日
を

減
ら
し
、
剪
定
ご
み
の
回
収
を

す
る
こ
と
は
検
討
し
ま
す
。
枝

葉
の
風
化
に
は
、
発
酵
ガ
ス
の

発
生
で
自
然
発
火
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
常
駐
監
視
者
の

配
置
が
必
要
で
す
。
今
後
、
検

証
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 問答

各家庭の生ごみが良質な「たい肥」になります

非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
は 

問
年
々
増
加
し
て
い
る
非

正
規
職
員
の
処
遇
改
善

の
取
り
組
み
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長　

正
規
と
非
正
規

職
員
の
処
遇
格
差
は
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
の

下
、
誰
も
が
個
人
の
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
、
わ
が
国
の
労

働
行
政
で
は
重
要
な
課
題
の
一

つ
で
す
。
法
律
の
改
正
に
併
せ

て
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

答

会
の
構
築
を
念
頭
に
、
町
民
の

理
解
と
協
力
を
今
後
も
よ
り
一

層
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。
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末
ご
と
の
年
３
回
に
分
け
て
支

給
し
、
新
入
学
児
童
生
徒
の
学

用
品
費
は
７
月
に
支
給
し
て
い

ま
し
た
。

　

入
学
時
の
保
護
者
負
担
軽
減

と
子
育
て
世
代
へ
の
積
極
的
な

応
援
を
図
る
た
め
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
、
中
学
入
学
予
定
の

支
給
対
象
世
帯
に
、
入
学
前
の

３
月
に
支
給
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
低
所
得
者
の
負
担

軽
減
特
例
が
、
平
成
29
年
４
月

か
ら
段
階
的
に
縮
小
・
廃
止
さ

れ
ま
す
。
保
険
料
の
軽
減
特
例

対
象
者
は
何
人
で
す
か
。

②
高
過
ぎ
る
国
保
料
や
滞
納
問

題
が
あ
る
の
に
、
平
成
30
年
４

月
か
ら
県
で
の
国
保
広
域
化
が

始
ま
り
ま
す
が
、
保
険
料
の
算

定
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
町
民
負
担
が
軽
減
に

な
る
よ
う
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
継
続
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
の
入
学

時
に
支
給
さ
れ
る
入
学

準
備
金
（
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
）
を
入
学
前
に
支
給
す

る
よ
う
、
以
前
か
ら
提
案
し
て

き
ま
し
た
。

　

国
会
で
も
、
共
産
党
国
会
議

員
が
「
入
学
前
の
２
月
か
ら
３

月
に
支
給
す
る
」よ
う
提
案
し
、

文
部
科
学
省
の
初
等
中
等
教
育

局
長
は
「
児
童
・
生
徒
が
援
助
を

必
要
と
す
る
時
期
に
速
や
か
に

支
給
で
き
る
よ
う
、
十
分
配
慮

す
る
よ
う
に
通
知
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の

四
日
市
市
、桑
名
市
、木
曽
岬
町
、

菰
野
町
で
実
施
予
定
で
す
。

　

一
番
お
金
が
必
要
な
時
期
に

支
給
す
る
の
が
、
就
学
援
助
の

値
打
ち
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

東
員
町
で
も
入
学
前
支
給
に

切
り
替
え
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。 

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
就
学

に
必
要
な
経
費
の
援
助
を
学
期

就学援助制度の入学準備金は就学援助制度の入学準備金は
入学前に支給します

問

今日も元気です

答

大
崎
潤
子

一般質問一般質問

医
療
保
険
の
軽
減
を

問

生
活
部
長　

①
制
度
の

持
続
性
、
負
担
の
公
平
、

所
得
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求

め
る
観
点
か
ら
見
直
し
、
所
得

割
の
対
象
者
は
２
２
２
人
、
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
対
象

者
は
３
３
４
人
に
な
り
ま
す
。

答

②
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
県
が
財
政
運

営
の
主
体
に
な
り
ま
す
。
標
準

保
険
料
率
は
平
成
29
年
12
月
以

降
に
決
ま
る
予
定
で
す
。

　

繰
り
入
れ
は
国
か
ら
の
財
政

支
援
も
あ
り
、
市
町
村
の
実
情

に
応
じ
、
計
画
的
な
見
直
し
が

必
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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を
対
象
に
ホ
タ
ル
観
察
会
、
淡

水
魚
や
ヒ
メ
タ
イ
コ
ウ
チ
な
ど

湿
地
生
物
の
観
察
、
星
空
観
察

な
ど
の
「
自
然
観
察
会
学
習
」を

毎
年
実
施
し
、
年
間
延
べ
60
人

余
り
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
は
、
自
然
の
生
態

系
の
現
状
を
、
こ
れ
か
ら
の
町

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
身
を
持

っ
て
知
っ
て
も
ら
い
「
東
員
町

の
環
境
を
保
全
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
識

も
同
時
に
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
に
足
の
着
い
た
「
地
域
お

こ
し
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
ま
ず
私
た
ち
を
取
り
ま

く
地
元
の
自
然
環
境
や
生
き
物
、

地
域
の
人
々
が
長
年
に
渡
っ
て

問
東
員
町
に
は
希
少
な
資

源
が
あ
り
ま
す
。
町
内

す
べ
て
の
資
源
調
査
を
行
い
、

「
地
域
お
こ
し
」
と
し
て
推
進
し

て
い
く
考
え
は
な
い
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

社
会
教
育
課
で
は
、
子

ど
も
カ
レ
ッ
ジ
事
業
の
中
で
「

ネ
イ
チ
ャ
ー
く
ら
ぶ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
町
内
の
小
学
生

答

東員の自然湧
ゆうすい

水のある風景

地
域
お
こ
し
の
推
進
は

地
域
お
こ
し
の
推
進
は

活
動
を
支
援
し
ま
す

大
谷
勝
治

一般質問一般質問

つ
く
り
出
し
て
き
た
「
有
形
無

形
」
の
物
を
よ
く
知
り
学
習
し
、

そ
れ
ら
を
資
源
と
捉
え
て
活
用

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
地
域
お
こ
し
」

は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

と
の
協
働
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

本
町
の
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
行
政
と
し
て
志
あ
る
方
々

の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
町
内
外
に

発
信
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

近
年
、
他
市
町
村
の
水

源
地
付
近
で
廃
棄
物
処

理
場
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
民

事
あ
る
い
は
行
政
と
の
訴
訟
問

題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
の※

涵か
ん
よ
う
い
き

養
域
の
保
全
を

図
る
条
例
整
備
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。 

問

答
建
設
部
長　

県
内
の
事

案
も
含
め
、
県
の
許
可

と
な
っ
た
事
案
は
本
町
の
条
例

で
規
制
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
。
国
の
法
整
備
の
中
で
厳
し

く
対
応
す
る
よ
う
今
後
も
国
へ

の
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

水
源
地
保
護
対
策
は

※
涵
養
域
と
は

水
田
、
畑
地
、
草
地
、
林
地
、
水
域

な
ど
、
地
下
水
を
染
み
込
ま
せ
蓄
え

る
水
源
地
の
場
所
。
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現
在
、
高
齢
者
の
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
精
神
障
害
に
も
対
応

し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
を
明
確
に
し
、
見
直

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　

次
に
、
第
５
期
障
害
福
祉
計

画
お
よ
び
障
害
児
福
祉
計
画
の

作
成
に
あ
た
っ
て
「
障
が
い
児

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
計
画

的
な
構
築
」
へ
の
認
識
と
内
容

を
伺
い
ま
す
。 

町
長　

障
が
い
者
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
医
療

か
ら
福
祉
、
福
祉
か
ら
地
域
へ

と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

生
き
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ

と
の
で
き
る
職
場
を
つ
く
る
こ

と
が
役
割
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
就
労
と
福
祉
サ

ー
ビ
ス
は
地
域
で
安
心
し
て
生

活
を
送
る
た
め
に
は
必
要
な
こ

と
で
す
。
計
画
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。 

答 問

地域で安心なくらしを

障害福祉計画の策定は障害福祉計画の策定は　　　　
　就労とサービスを反映させます

川
瀬
孝
代

一般質問一般質問

福
祉
部
長　

構
築
に
あ
た
っ
て

は
、
精
神
科
病
院
や
福
祉
事
業

者
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
県

や
市
町
で
地
域
精
神
保
健
医
療

福
祉
の
一
体
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
、
地
域
住
民
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
差
別
や
偏
見
の
な

い
共
生
で
き
る
包
括
的
な
社
会

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　

次
期
計
画
で
は
、
精
神
障
が

い
者
を
含
め
た
障
が
い
者
の
地

域
移
行
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

施
設
退
所
や
退
院
後
の
受
け
皿

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を

整
え
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
を

整
備
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

シ
ス
テ
ム
を
掲
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
多
職
種
会
議
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
情
報
共
有

と
地
域
生
活
支
援
の
方
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
児
童
福
祉
法
の
改
正

に
伴
い
、
福
祉
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
の
方
針
で
は
、
障
が
い
児

の
通
所
支
援
や
保
育
所
等
訪
問

事
業
な
ど
、
地
域
支
援
を
行
う

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
掲
げ
て
お
り
、
重
層
的
な

地
域
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
発
達
に
支
援
が

必
要
な
場
合
、
集
団
や
個
別
の

療
育
、
保
護
者
支
援
な
ど
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

民
間
事
業
所
や
母
子
保
健
、

幼
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
と

連
携
し
て
障
害
児
支
援
と
発
達

障
害
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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総
務
部
長　

①
平
成
29

年
度
予
算
編
成
の
主
な

取
り
組
み
は
、
物
件
費
の
予
算

要
求
時
に
、
前
年
度
比
６
・
８

％
減
を
基
本
に
し
た
目
標
金
額

を
各
課
に
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
部
局
内
で
そ
の
減
額

目
標
達
成
の
た
め
、
相
互
調
整

を
求
め
、
物
件
費
を
圧
縮
す
る

手
法
を
導
入
し
ま
し
た
。

②
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え

方
は
、
経
費
の
節
減
・
合
理
化
に

努
め
、
目
的
が
明
確
で
な
い
事

務
費
な
ど
の
計
上
や
前ぜ

ん
れ
い例

踏と
う

襲し
ゅ
うに

よ
る
安
易
な
予
算
計
上
は

認
め
な
い
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
施
事
業
が
増
え
れ

ば
、
そ
れ
に
伴
う
事
務
費
は
増

加
す
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
事

務
事
業
の
評
価
を
実
施
し
て
い

問 一
般
事
務
経
費
の
削
減
は

一
般
事
務
経
費
の
削
減
は

圧
縮
す
る
手
法
を
導
入
し
ま
し
た　

三
林　

浩

一般質問一般質問

行
政
の
事
務
的
経
費
に

つ
い
て
次
の
こ
と
を
伺

い
ま
す
。

①
事
務
費
の
削
減
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
て
い
ま

す
か
。

②
そ
の
評
価
は
ど
う
し
て
い
ま

す
か
。

③
今
後
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

紙の節約を

答

ま
す
。

　

既
存
事
業
を
漠
然
と
継
続
す

る
こ
と
な
く
、
評
価
結
果
を
反

映
し
、
見
直
し
の
目
を
持
っ
て

効
率
性
、
事
業
効
果
の
向
上
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
今
後
の
進
め
方
は
、
町
の
財

政
が
厳
し
い
状
況
な
の
で
、
引

き
続
き
物
件
費
の
上
限
額
を
設

け
る
な
ど
し
て
歳
出
抑
制
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
大
幅
な
増
加

が
見
込
め
な
い
中
、
長
期
的
視

点
に
立
っ
て
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
目
指
す
に
は
、
既
存
事

業
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

事
務
事
業
評
価
の
検
証
を
進

め
、
さ
ら
に
有
識
者
に
よ
る
外

部
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、
財

政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。  

財
政
が
厳
し
い
状
況
の

中
、
職
員
に
ど
の
よ
う

な
意
識
付
け
を
考
え
て
い
ま
す

か
。 

総
務
部
長　

職
員
が
自

ら
考
え
、
行
動
す
る
た

め
に
目
標
を
た
て
、
成
果
を
数

字
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

数
値
だ
け
で
は
な
く
「
や
る

気
」
を
高
め
、
危
機
感
を
持
っ

て
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
勉

強
会
に
参
加
し
、
意
識
改
善
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

再
質
問
（
一
問
一
答
）

問答
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し
い
農
業
の
拠
点
と
し
て
将
来

性
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
よ
り

有
効
的
な
方
法
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。 

公
共
施
設
の
将
来
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
建
築
後
半
世
紀
の
東
員
第
一

中
学
校
の
新
築
移
転
に
つ
い
て

の
進

し
ん
ち
ょ
く

捗
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

②
陸
上
競
技
場
の
有
効
活
用
は

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

③
長
深
球
場
は
、
ご
く
一
部
の

団
体
が
利
用
し
て
い
る
状
況
で

す
が
、
今
後
の
活
用
は
ど
う
し

ま
す
か
。町

長　

①
小
中
学
校
適

正
規
模
適
正
配
置
検
討

委
員
会
か
ら
平
成
28
年
２
月
に

「
老
朽
化
が
著
し
く
、
建
て
替

え
が
急
務
で
あ
る
こ
と
、
通
学

距
離
の
不
均
衡
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
の
中
心
部
に
移
転
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
提
言

を
受
け
、
基
本
方
針
の
策
定
に

入
り
ま
し
た
。

② 

改
修
に
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
公
認
の
更
新

を
見
送
り
、
一
般
施
設
と
し
て
、

町
民
や
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
に

開
放
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
球
場
周
辺
地
域
を
含
め
、
新

問

住宅地にできないかな

公共施設の将来は公共施設の将来は
　有効利用を検討します

近
藤
敏
彦

一般質問一般質問

答

公
務
員
の
モ
ラ
ル
は

三
和
小
学
校
の
校
庭
を

安
全
に
整
備
し
て
、
学

童
野
球
チ
ー
ム
の
拠
点
を
長
深

球
場
か
ら
移
す
こ
と
を
前
提
と

す
る
と
、
球
場
の
利
用
は
ほ
ぼ

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
住

宅
地
と
し
て
民
間
に
売
却
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

建
設
部
長　

荒
れ
地
や

休
耕
地
の
整
備
事
業
と

し
て
、
農
林
水
産
省
か
ら
の
補

助
金
を
受
け
て
造
っ
た
こ
と
か

ら
、
慎
重
に
対
処
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。  

答 問 再
質
問
（
一
問
一
答
）

い
じ
め
を
犯
罪
と
し
て

認
定
す
る
の
は
誰
で
す

か
。

教
育
長　

犯
罪
に
あ
た

る
の
で
あ
れ
ば
、
本
人

が
警
察
に
訴
え
る
よ
う
に
保
護

者
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
し
っ
か
り

と
学
校
で
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

問答

全
国
的
に
学
校
で
は
生

徒
間
の
い
じ
め
と
は
別

に
、
教
師
が
生
徒
に
対
し
て
い

じ
め
を
し
て
い
る
と
い
う
事
例

が
あ
り
ま
し
た
。
東
員
町
で
は

ど
の
よ
う
な
安
全
策
を
講
じ
て

い
ま
す
か
。 

教
育
長　
「
い
じ
め
問

題
対
策
連
絡
協
議
会
」

や
「
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

」
で
情
報
共
有
し
て
、
意
見
や

助
言
を
受
け
て
い
ま
す
。

問答

再
質
問
（
一
問
一
答
）

長深球場長深球場
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町
長　

高
齢
化
が
進
行

す
る
中
で
、
よ
り
細
か

な
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策

で
あ
り
ま
す
の
で
、
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

奏
会
の
チ
ケ
ッ
ト
を
返
礼
品
と

す
る
な
ど
「
文
化
で
返
礼
す
る
」

工
夫
を
重
ね
て
、
せ
め
て
収
支

の
均
衡
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

副
町
長　

東
員
町
へ
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

は
、
平
成
27
年
が
７
人
で
44
万

円
で
す
。
本
町
か
ら
他
市
町
村

へ
納
税
さ
れ
る
こ
と
で
、
本
町

へ
納
め
ら
れ
る
町
民
税
が
控
除

さ
れ
た
状
況
は
、
２
２
５
人
で

７
１
４
万
３
千
円
で
し
た
。
差

し
引
き
６
７
０
万
３
千
円
の
減

収
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
収
分
は
国
か
ら
75

％
が
補ほ

て

ん填
さ
れ
ま
す
が
、可
能
な

限
り
税
の
収
入
増
加
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。 

問 ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
影
響
は

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
影
響
は

町
の
税
収
入
が
減
り
ま
す

山
本
陽
一
郎

一般質問一般質問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

よ
る
町
財
政
へ
の
影
響

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
他
市
町
村
と
競
う

名
産
品
な
ど
高
額
な
返
礼
品
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
永
い
歴
史
と

伝
統
が
あ
る
大
社
祭
の
上
げ
馬

や
愛
ら
し
い
演
技
を
誇
る
こ
ど

も
歌
舞
伎
、
ま
た
年
末
に
行
わ

れ
る
日
本
語
で
歌
う
第
九
の
演

答

笹
尾
地
区
で
は
約
40
年

間
に
わ
た
り
、
町
の
高

齢
者
の
生
き
が
い
対
策
を
担
っ

て
き
た
団
体
が
あ
り
ま
す
。
春

の
花
見
に
始
ま
り
、
誕
生
会
に

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
年
間
延
べ
約
１
２
０
０

人
の
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
団
体
へ
の

補
助
金
、
年
実
質
11
万
円
が
突

然
、
１
自
治
会
１
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
へ
の
移
行
に
伴
い
、
新
年
度

か
ら
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
ま
で
町
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
団
体
に
対
し
、

い
か
に
も
理
不
尽
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

各
自
治
会
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
立
ち
上
げ
と
並
行
す
る
形
で
、

当
該
団
体
へ
の
補
助
も
継
続
し
、

こ
の
町
の
高
齢
者
福
祉
を
図
る

べ
き
と
思
い
ま
す
。

答

問

東員町こども歌舞伎

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
は
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若
者
世
代
へ
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。

①
若
者
会
議
の
現
在
の
状
況
と
、

今
後
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

②
平
成
28
年
３
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
「
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
中
に
、
青
年
教
育
を
中

心
と
し
た
部
会
を
設
け
、
青
年

教
育
推
進
の
組
織
体
制
を
検
討

す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
の
状
況
と
、
今
後
の

方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。 

町
長　

①
若
者
会
議
で

は
、
本
町
の
魅
力
や
課

題
を
洗
い
出
し
、
新
し
い
事
業

の
ア
イ
デ
ア
や
方
法
を
議
論
し

て
い
ま
す
。
若
者
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
、
将
来
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
事
業
や
企
業
な
ど

が
生
ま
れ
、
若
者
の
新
し
い
職

場
や
生
活
が
創
出
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

教
育
長　

②
青
年
教
育
推
進
の

組
織
作
り
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の

中
に
「
若
者
活
動
支
援
委
員
会 

問

「若者の力とまちづくりシンポジウム」

若者世代への取り組みは若者世代への取り組みは
新しい部会を設置予定です

石
垣
智
矢

一般質問一般質問

（
仮
称
）
」
を
立
ち
上
げ
る
方
向

で
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

度
の
総
会
で
正
式
に
部
会
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
の
方
向
性
は
、
こ
れ
ま

で
進
め
て
い
る
事
業
へ
の
研
修
・

体
験
・
参
加
を
青
年
層
に
さ
ら

に
働
き
か
け
、
若
者
会
議
と
の

連
携
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答

問 再
質
問
（
一
問
一
答
）

自
治
会
で
は
、
青
年
世

代
や
子
ど
も
世
代
へ
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
夏
祭
り
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
東
員
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
な
、
町

全
体
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取

り
組
む
形
を
考
え
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
。 

町
長　

郷
土
愛
を
育
て

る
こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
は
、
行
政
主
体
で
は

な
く
、
町
民
か
ら
声
を
上
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
提
案
が
あ
っ
た

場
合
は
、
行
政
も
支
援
の
方
法

答

を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
か
ら
始
ま
る
と
考
え

ま
す
。
青
年
世
代
や
子
ど
も
世

代
に
対
し
て
、
今
後
の
人
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

町
長　

若
者
会
議
も
人

材
育
成
の
一
つ
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
多
く
の
若

者
が
参
加
し
、
各
種
団
体
や
企

業
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
将
来

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
が
出
て
く
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問答
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あの質問はあの質問は
どうなったんや？どうなったんや？

　議員が、過去の本会議で

行った一般質問の中から、

その後どのように町政に反

映されたかを追跡し、皆さ

んにお知らせします。追跡追跡

Ｑ 　神田変電所西側の交差点付近

は、交通量が多く、通学時間帯

に小・中学生が車道にはみ出て

危険な状況です。改善を求めま

す。

（平成2８年6月議会）

「東員町通学路安全推進会議」

で危険箇所の対策について対応

をしています。

　今後も関係機関と協議しなが

ら安全確保に取り組みます。

通学路の安全確保は 

Ａ

こうなりました

　安全に通学できるよう歩道部分を広げる

工事をしています。

（平成29年3月23日現在の状況）

６月議会を６月議会を
　傍聴してみませんか　傍聴してみませんか
次回の定例会は次回の定例会は

平成２９年6月１日に開会予定です。平成２９年6月１日に開会予定です。

傍聴、 お待ちしています。傍聴、 お待ちしています。

皆
さ
ん
の
声
を

皆
さ
ん
の
声
を

　

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
作
成

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
読
ま
れ
て
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
、
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

　

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。



　議員の寄附は罰則をもって禁止されており、

議員に寄附を求めることも禁止されています。

　また、年賀状など（答礼のための自筆によるも

のを除く）を出すことも禁止されています。

委 員 長／石垣　智矢

副委員長／山崎まゆみ

委　　員／大谷　勝治・片松　雅弘

　　　　　三林　　浩・大崎　潤子

議会広報常任委員会 議
会
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

※この議会だよりは古紙配合率100％白色度80％の再生紙を使用しています。
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一般質問の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

　

問
題
の
答
え
は
す
べ
て
議
会
だ
よ

り
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
読
ん
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

問
１　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予

算
総
額
は
。

問
２　

一
般
質
問
を
し
た
議
員
は

何
人
で
し
ょ
う
。

問
３　

議
会
広
報
常
任
委
員
は
何

人
で
し
ょ
う
か
。

▼
応
募
方
法
／
官
製
は
が
き
に
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
ま
た
議
会
へ
の

ご
意
見
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
一
緒
に
記
入
し
て
お
送
り
く
だ

さ
い
。

▼
あ
て
先
／
〒
五
一
一-

〇
二
九
五

　

東
員
町
山
田
一
六
〇
〇
番
地

　

東
員
町
議
会
事
務
局

▼
締
切
り
／
平
成
29
年
5
月
31
日

（
当
日
消
印
有
効
）

※

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
15
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

議
会
ク
イ
ズ

※

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
賞
品
発
送
お
よ
び
読

者
の
声
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
行

政
側
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
、

担
当
課
か
ら
報
告
ま
た
は
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

まちの話題

第二の人生、趣味でこころ豊かに

安
田 

興
光 

さ
ん
　
　

（
城
山
一
丁
目
）

議会広報常任委員会

　

定
年
後
に
、
能
面

打
ち
を
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
。
今
で
は
仏

像
や
人
物
像
な
ど
の

彫
刻
も
さ
れ
、
教
室

も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

作
業
部
屋
に
は
、

能
面
、
狂
言
面
、
鬼

面
と
仏
像
が
勢
ぞ
ろ

い
で
圧
巻
で
す
。

「
無
心
に
な
れ
る
。

集
中
す
る
と
人
が

居
て
も
気
づ
か
な

い
」
と
の
こ
と
。

　

平
成
28
年
５
月

に
三
重
県
展
彫
刻

の
部
で
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

や
す
だ

お
き
み
つ


